
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
自
販
機
前

今
年
も
こ
こ
で

忘
年
会
）
（
「
味
ち
が
う
？
」
そ
ん
な
事
な
い

い
つ
も
の
チ
ン) 

（
紅
白
も

話
題
さ
ら
う
は

落
選
者
）
（
贅
沢
で

入
っ
た
店
に
は

妻
が
い
る
）

て
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
長
岡
警
察
署
の

矢
島
教
育
係
長
か
ら
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
の
状
況

等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

矢
島
係
長
は
、
①
安
全

確
認
は
自
分
で
す
る
こ

と
、
②
油
断
を
し
な
い
こ

と
、
③
行
動
に
は
余
裕
を

持
つ
こ
と
の
３
点
を
し
っ

か
り
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
交
通
事

故
数
は
、
発
生
件
数
、
け

が
人
と
も
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
死
亡
者
数
が
多

く
、
特
に

65

歳
以
上
の

死
亡
者
が
60
人(

当
日
現

在)

、
全
体
の

68
％
と
多

い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
私
だ
け
大
丈
夫
と
思

い
ま
な
い
よ
う
に
、
慎
重

な
運
転
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。次

に
、
長
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
か
じ
ま
・

お
も
て
ま
ち
の
塚
越
さ
ん

と
後
藤
さ
ん
か
ら
、
地
域

で
生
活
し
て
い
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

日
頃
の
近
所
づ
き
あ
い
が
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は
あ
い
に
く
雨
模
様
の
天

気
で
し
た
が
、

60
名
の

仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
機
械
の
故
障
で

開
始
が

10
分
程
度
遅
れ

る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
悠
然
と
資
料
な
ど
を

読
み
な
が
ら
開
始
を
待
っ

中
越
地
域
退
職
者
連
合

は
、
①
高
齢
者
の
交
通
事

故
、
②
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ヒ
ン
ト
、
③
開
府
４
０
０

年｢

元
禄
諸
藩
お
家
事
情｣

に
つ
い
て
、

11
月

22
日

(

金)

に
第

23

回
セ
ミ

ナ
ー
開
き
ま
し
た
。
当
日

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

こ
の
街
宣
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、

12

月

11

日
と

12
日
に
行
わ
れ
た
全
国

一
斉
集
中
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

の
周
知
を
行
う
も
の
で
、

25
日
は
十
日
町
市
地
域

と
南
魚
沼
市
地
域
、

26

日
に
は
魚
沼
市
地
域
と
小

千
谷
地
域
、

27
日
は
、

長
岡
市
と
見
附
市
の
エ
リ

ア
を
ま
わ
り
、
県
央
地
域

協
議
会
に
引
き
継
い
だ
。

政
策
、
経
済
産
業
政
策
社

会
保
障
・
医
療
・
福
祉
政

政
策
、
子
育
て
・
教
育
政

策
か
ら
６
項
目
ほ
ど
の
事

項
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

磯
田
市
長
か
ら
は
、
説

明
し
た
要
望
に
関
し
て
、

認
識
や
課
題
等
が
述
べ
ら

れ
た
。

ま
た
、
提
出
し
た
要
望

に
対
し
て
は
、
後
日
文
書

で
回
答
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。全

国
一
斉
集
中
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

伴
う
、
中
越
地
協
リ
ア
の

街
宣
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、

11
月
25
日(

日)

か
ら
27

日(

火)

に
か
け
て
行
わ
れ

た
。

市
長
に
要
望
書
が
渡
さ
れ

た
。
そ
の
後
は
、
横
澤
副

議
長(

政
策
福
祉
担
当)

が
、
要
望
書
の
雇
用
労
働

の
嘆
願
書
な
ど
が
紹
介
さ

れ
、
当
時
、
住
民
の
戦
争

を
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
１
６
０
０
年
当

時
は
１
６
０
０
万
人
程
度

の
人
口
が
、
１
７
０
０
年

に
は
３
２
０
０
万
人
と
倍

増
し
た
元
禄
時
代
の
各
お

殿
様
の
内
情
調
査
資
料
を

基
に
、
浅
野
内
匠
頭
の
赤

穂
藩
、
与
板
藩
、
長
岡
藩

の
お
殿
様
の
裏
話
を
聞
き

ま
し
た
。

私
た
ち
の
思
っ
て
い
た

人
物
像
と
は
ち
ょ
っ
と

違
っ
た
印
象
を
受
け
た
内

容
で
し
た
。
歴
史
は
面
白

く
、
深
い
も
の
と
い
う
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た

ひ
と
時
で
し
た
。

(

今
井
退
職
者
連
合
事
務
局
長)･

連
合
中
越
地
域
協
議
会

は
、

11
月

26
日(

月)

午

後
１
時
に
磯
田
長
岡
市
長

を
訪
ね
、
２
０
１
９
年
度

長
岡
市
予

算
に
関
す

る
要
望
書

を
提
出
し

た
。こ

の

提

出
に
は
、

矢
島
議
長

を
は
じ
め

６
名
の
地

協
役
員
が

出

席

し

た
。最

初

に

矢
島
議
長

か
ら
磯
田

重
要
、
自
分
の
頭
と
体
を

い
た
わ
り
、
元
気
で
い
る

こ
と
が
大
事
だ
と
話
さ

れ
、
参
加
し
て
い
る
私
た

ち
に
、
も
っ
と
地
域
社
会

で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。
退
職
者

連
合
で
は
、
認
知
症
対
策

な
ど
に
つ
い
て
市
役
所
と

話
し
合
い
を
す
す
め
な
が

ら
、
私
た
ち
も
元
気
で
頑

張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

休
憩
後
、
長
岡
市
の
品

田
開
府
４
０
０
年
記
念
事

業
推
進
室
長
か
ら
、
戊
辰

戦
争
１
５
０
年
時
代
の
長

岡
市
民
の
苦
労
話
、
元
禄

時
代
に
幕
府
が
調
べ
た
お

殿
様
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
資

料

は
、
古

文

書

で
、
現
代
仮
名
遣
い
と
は

違
い
ち
ょ
っ
と
理
解
し
が

た
い
も
の
で
し
た
が
、
品

田
室
長
か
ら
丁
寧
に
、
熱

心
に
、
解
説
解
読
い
た
だ

き
ま
し
た
。
戊
辰
戦
争
当

時
は
、
長
岡
市
は
２
回
も

戦
争
で
焼
け
出
さ
れ
、

日
々
の
生
活
に
苦
労
す
る

中
で
の
薩
摩
長
州
本
陣
へ

中
越
退
職
者
連
合
第
23
回
セ
ミ
ナ
ー
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今
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
に

｢

災｣

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
２
０

１
８
年
は
、
ま
さ
に｢

災
害
の

年｣

で
あ
り
、
地
震
・
豪
雨
。
猛

暑
・
台
風
と
立
て
続
け
に
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。｢

災
害
は
忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る｣

と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

覚
え
て
い
る
う
ち
に
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
何
が
原
因
で

災
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

か
。
地
球
温
暖
化
も
そ
の
一
因

に
な
っ
て
い
る
の
か
▼
我
々
が

災
害
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
出

来
る
こ
と
は
、
火
の
始
末
ぐ
ら

い
し
か
思
い
あ
た
り
ま
せ
ん

が
、
も
し
発
生
し
た
時
は｢

助
け

合
い｣

が
一
番
大
事
に
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
自
分
の
家
族
、
近

所
、
職
場
等
の
仲
間
の
安
否
、

救
援
活
動
と
い
っ
た
出
来
る
こ

と
を
ま
ず
や
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
自
分
も
被
災
者
で
あ
り
大

変
な
状
況
で
す
が
、
困
っ
た
方

に
手
を
差
し
伸
べ
、
声
を
掛
け

合
い
み
ん
な
で
そ
の
時
そ
の
時

を
切
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
▼
中
越
地
方
に
お
い
て
も

｢

２
０
０
４
年
中
越
地
震
・
２
０

０
７
年
中
越
沖
地
震｣

と
大
災
害

に
見
舞
わ
れ
、
多
く
の
仲
間
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
義
援
金
等

の
支
援
を
受
け
た
こ
と
を
再
度

思
い
出
し
ま
し
た
。
自
然
が
起

こ
す
こ
と
な
の
で
防
ぎ
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
生
し
た
後

の
再
建
へ
の
備
え
も
確
認
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
▼

こ
れ
か
ら
心
配
す
る
の
が
大
雪

対
策
で
す
。
２
０
１
９
年
は
交

通
麻
痺
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の

程
々
の
降
雪
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。 

副議長

番場 睦≪№301≫

 東蔵王２

連
合
中
越
地
協

長
岡
市
へ
次
年
度
予
算
要
望
書
を
提
出

連
合
中
越
地
協
エ
リ
ア

街
宣
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
先
生
に
「
友
達
だ
よ
ね
」
と

タ
メ
口
で
）
（
孫
が
言
う

じ
じ
バ
バ
大
好
き

ク
リ
ス
マ
ス
）
（
年
の
瀬
の

届
く
は
が
き
は

喪
中
の
み
）
（
記
念
日
か
？
な
ん
だ
、
息
子
の

帰
省
日
か)
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11月28日（水）に第11回連合中越小千谷支

部定期総会が小千谷市のプラザ片山にて開催

されました。

当日は総会に先立ち、2019年4月施行予定の統一地方選挙に

おいて、小千谷市議会選挙立候補予定者である、長谷川有理市

議へ推薦状の授与が行われまし

た。総会では、連合中越地協事務

局長 小林様をはじめ小千谷市議

会議員 長谷川有里様、駒井和彦

様よりご祝辞を頂いた後、１年間

の活動総括と2019年度の支部活動

及び予算の承認を頂きました。   

総会の最後には佐藤支部長のご

発声のもと、「団結ガンバロー！」

で締めくくりました。その後は別室

に移り懇親会を行い、来年度も小千

谷支部らしく、地域に根ざした活動

に取り組むことを全員で確認しまし

た。

   第11回南魚沼支部総会を12月14日

（木）に開催しました。総会に先立ち、

来春に予定されている新潟県議会議員選

挙予定候補のひぐち秀敏氏から祝辞と

激励をいただきました。また、連合中

越地域協議会の横澤副議長をはじめ、

来賓の方々から祝辞をいただきまし

た。報告事項、審議事項はいずれも原

案どおり承認され、来年度も支部の活

動を活発に進めるとともに、来年の県

議選挙、参議院選挙での連合推薦候補の勝利に向けて取り

組んでいくことを全会一致

で確認しました。

最後に阿部副支部長の団結

ガンバローで総会を締めく

くり、終了後には引き続き

同会場にて懇親会を開催

し、単組間の意見交換や交

流を深めることができまし

た。

南魚沼支部

  連合中越十日町支部は12月4日（火）午後6時

30分から、サンクロス十日町で第11回定期総

会を開催しました。

最初に山口支部長のあいさつで始まりました。前回総会が遅れ

た関係で半年後の開催となりました。

来賓として連合中越地協小林守事務局長から連合課題や2019春

闘の関係を、今井健二労金十日町支店長、飯田幸雄全労済新潟推

進本部長岡支所長、出口光男十日町地域退職者連合長からごあい

さつを、梅谷守国民民主党新潟県６区総支部長から来年の統一自

治体選挙や参議院議員選挙に関連

したごあいさつをいただきまし

た。

  2018年度活動報告、会計決算報

告、会計監査報告を承認した後、

2019年度活動方針（案）、会計予

算（案）が説明され質疑の後、挙

手多数で承認されました。今総会

では役員改選はありませんが、次

期総会では同一の単組のみに支部長が固定されないように、役員

選考委員会での確認がされていることを伝えたうえで承認されま

した。役員体制は2018年度と変更な

く承認されました。次年度が役員改

選となります。

大会決議（案）が庭野副支部長よ

り読み上げられ、全員の拍手で承認

されました。

最後は、山口支部長の団結ガンバ

ロウで総会を締めくくりました。

十日町支部

北魚沼支部総会は、11月29日(木)に小出

郷福祉センター第一研修室で開催しまし

た。議長にJP労組の山内さんを選出し、執行部から活動報

告と会計報告、監査報告の後に報

告を拍手で承認。執行部が活動方

針を提案した後で、５単組から発

言をしていただきました。

その中で、魚沼市職労からは、

2019メーデーの日程について、統

一自治体選挙や10連休となる関係

で設定が難しく、現在執行部で議論していること、またJAM

中村バルブ労組からは、連合の活動参加について、案内文

書が届いたら組合員に呼びかけ・

働きかけをしていることが報告さ

れました。

議案はすべて承認され、終了後

の懇親会では、「うちの職場の珍

しい手当」に花が咲き、楽しい交

流となりました。

小千谷支部

北魚沼支部

新年度の活動を開始

各支部総会特集

12月5日㈬見附市のホテルつるやにて第

13回見附地区支部総会を開催しました。

地区の産別構成単組の役員の皆様より多数のご出席を頂

き、一年の締め括りと次年度のスタートを誓いました。

連合中越地域協議会の小林事務局長をはじめ、衆議院議

員菊田事務所相墨武人様、見附市議会佐々木志津子様、労

金長岡エリア統括店長村山義則様、全労済中越支所長飯田

幸雄様よりご祝辞と激励の言葉を頂きました。

火山支部長は役員の交代もあり、気持ちを新たに一から

組織固めをしていきたいと抱負を述べ、来年の統一地方選

挙及び参議院選挙連合

推薦者必勝に向けて団

結ガンバローで総会を

締め括りました。

見附支部


